
4.共同利用研究業績目録
:1989-1993年度

当研究所では,共同利用研究の成果を年報にお

いて公表するのみならず,共同利用研究によって

得られた成果に基づく文献の別刷を研究所図書室

において整理,保管するといった作業を通じて成

果の公表を槙極的に推奨している｡かつて,19

84年に出された ｢昭和44年度～56年度共同

利用研究概要｣において1981年度までの共同

利用研究に基づく業績の目録が公表されたが,そ

の後この種の追跡調査は行っていなかった｡今回

試みとして,過去5年間の共同利用研究に基づく
成果の公表に関する調査を各共同利用研究員に対

して行い,業続目録を作成した｡回答を得た研究

員から寄せられた業績数は学会発表等の抄録を除

いて,121件 (うち英文79件,和文42件)

であった｡以下にそのリストを示す｡今後とも,

このような機会を定期的に設け,成果の公表を促

進していきたい｡
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Tsutsumi,HりSato,K.,Htay,H.H.,Nakamura,

SりandKatsumata,Y.(1989):Comparative

studiesonanantigenicityofoldworldmon-

key plasma proteins by enzymc-linked

immunosorbentassay(ELISA):Itsapplica-

tionforanalysisoftheirphylogeny.Act.

Crim.Japon..55:13-19.(1989年度 ･ff料)

Tsutsumi,H.,Sato,K.,Htay.H.HりOkajima,
HりandKatsumata,Y.(1989):Identification

ofhumanurinewithexperlmentallyaged

samples.Act.Crim.Japon.,55:69-72.(1989

年度 ･資料)

Ueno.Y.(1991):Urine-washingintuftedcapu-
chin(CebzLSaPeZhz):Discriminationbetween

groups by urine-odors. In: Ehara, Aり
Kimura,T.,etal(Eds.),Primatologytoday"
297-300,EIsevier.(1989年度 ･自由30)

Yamada,T.冗.(1992).Phylogeneticimplication

orprosimianforearm flexors.In:Matano,
S.,Tuttle,R.H.,Ishida,H.,andGoodman,M.
Eds.TopicsinPrimatology Vol.3.Evolu-

tionarybiology,ReproductiveEndocronology

andVirology.119-126.UniversityofTokyo

Press,Tokyo.(1989年度 ･資計画1011,1990
年度 ･計画8-6)

-和文一

安部 彰･前田悟司･山城光俊 ･野間昭夫･竹中

修(1989):アカゲザルとニホンザルのLp(a)リ

ボ琵白について.生物試料分析, 12.･111-

116.(1989年皮,汽料)

藤洋治四郎 (1993):老齢ニホンザルについ
ての神経病理学的研究.I.延髄市来核に見る

軸索アイストロフィー. 日本老年医学会誌

30:885-891.(1992年度 ･計画

7-1)
ハフマン.マイケル･A.(1991) : 石遊び,

子ザルが生んだ遊びの文化 ｢サルの文化誌｣

(西田利点･伊沢絃生 ･加納隆至 編),pp.49

1-504.平凡社,3在京(1989年度 ･自由9)

目上桝司 ･松沢哲郎(1991):出合･協同場面にお

けるチンパンジーのレバー押し行動.霊長類研

究.7:12･22. (1989年度 ･自由28)

本間敏彦 ･坂井裡班(1992):正長頬の視指を動か

す筋について.-ヒトの手の特徴を考える-.

霊長類研究 8:25131.(1989年皮 ･計画10-1,

1990年度 ･計画8.6)

井上美穂 ･渡辺邦夫 ･大沢秀行 ･竹中晃子･光永

総子 ･杉山幸丸 ･竹中修 (1993)DNA多型解

析によるニホンザルの父子判定と社会行動分析.

DNA多型1:DNA多型研究の新しい展開

(三沢章吾･原田勝二縮),pp.141-144,文光堂.

(1990年度 ･計画3-3,1991年度 ･計画3-2,

1992年度 ･計画4-1)

井上徳子 ･目上桝司(1993):チンパンジー乳幼児

における愛宕の研究一第2子との対面による第
1子の行動変化-.霊長類研究,'9:89195.

(1992年皮･計画5-1)
井上徳子 ･目上桝司 ･松沢哲郎(1992):チンパン

ジー乳児 における愛着の研究 -Strange
Situationにおける行動と心拍変化-.発達心

理学研究,3:17-24.(1992年度 ･計画5･1)

伊沢紘生(1990):金華山弘のニホンザルの生態学

的研究-出生率･新生児死亡率の変動について-.
宮城教育大学紀要,25:177-191.(1989年度 ･

計画1-1.1990年度 ･計画ト1)

伊沢紘生(1992):金華山島のニホンザルの生態学

的研究一出生率･新生児死亡率の変動についてI.

宮城教育大学紀要,27:69-75.(1991年度 ･計

画1-1)

伊沢紘生 ･小室博義(1993):金華山･サルの食物

と植生.宮城県のニホンザル.No.6:1-29.

(1989年度 ･計画 1-1,1990年度 ･計画1-1,

1991年度･計画1-1)
金城俊夫 (1992):野生動物における入牢共通伝

染病の血統疫学的研究.平成3年皮科学研究班
(一般B)研究成果報告杏 (1989年度 ･貿料)

小牧純爾 (1992):エラー因子説から認知過程説

へ 一学習セット研究の40年.動物心理学研究,

vol.41,4-16.(1989年度 ･自由7)

近藤信太郎(1991):サルにみられる歯列不正.愛

知学院大学歯学部同窓会岡山県支部会報 ｢愛歯

の窓｣12:6-25.(1989年度 ･自由1)
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近藤信太郎,激戸口烈司,茂原信生,永井 贋

(1990):コロブスモンキーにおける歯列弓の形
態学的研究.歯基礎誌 32:337-350.(1989
年度･自由1)

近藤信太郎,茂原信生,今村基尊,瀬戸口烈司,

永井 旗(1991):コロブスモンキーの歯列弓と
歯の形態学的研究.成長 30:17-28.(1989

年度 ･自由1)

正高信男･杉浦秀樹 (1991):赤ちゃんはいっこ
とばを覚えはじめるか｡日経サイエンス 9月
号:96･103(1991年度･自由6)

松本 蕃(1991):霊長類の筋電中の分析-重度 ･
盃枚障害児の反射運動と比較して-.治療教育

学研究,13:53J63.(1991年度 ･計画6-
3)

松本 巻く1991):霊長頬の反射運動とヒト(乳児)
との比較について (1)-重度･重複障害児と

共に-.治療教育学研究,12:37-60.(199
1年度･計画6-3)
三戸幸久 (1991):東北地方のサルの名がつく地
名. モンキー,No.239-240:44-45.(1988年
庇 ･自由8)

三戸幸久 (1992):東北地方北部のニホンザルの
分布はなぜ少ないか.生物科学,44:141-158.
(1988年度･自由8,1989年度･自由30,1990
年度 ･自由29)
三戸幸久 (1993):古吉己録からサルの生態を学ぶ.
退伝,47:36-41,(1990年度 ･自由29,1992年
度計画1-2)

中島たみ子.宮崎生子,矢淳 伸.古川 研,竹

中 修 (1989):サルの赤血球と消化器系臓器
のABO式血液型抗原.霊長瓶研究,5:36-45.
(1985年度･計画14-2)

中野今治･山下晶子･林基治 ･久保田競･森啓･

藤揮浩四郎 (1992):老人斑超微形態の再評価一
高齢サルの海流固定脳による検索｡厚生省特定

疾患 ｢原発性アミロイドーシス｣調査研究班1

991年度研究報告書,pp83-86(1992年度計
画7-1)

中野今治･山下晶子･林基治 ･久保田競･森啓 ･

藤津浩四郎 (1993):高齢サル潅流試走脳の老

人斑超微形態一特に"preamyloid吋の微量沈着
部分での突起の変化について-｡厚生省特定疾

患 ｢原発性アミロイドーシス｣調査研究班19

92年度研究報告書,ppl15-119(1992計画7-
1､1993年度,計画7-1)
斉藤伸行 (1991):人眼老人性白内障,猿,ラッ
ト水晶体におけるガングリオシド｡日本眼科学

会雑誌,95:468-473.(1990年度･資料4)

坂口 英 (1991):各種サル頬の消化管機能D 遺
伝,7月号(45巻7号) :16-20.(1989年度 ･
計画11-6,1990年度･計画9-1)
坂井智恵 ･浅井鉄夫･金城俊夫･源 宣之･杉山

誠･平井蒐哉･橋本 晃 ･松林伸子･松林清明

(1989):各種動物におけるカンビロバクタ一に
対する抗体の分布.岐阜大農研報.54:225-231.
(1989年度･資料)
浮田英夫,原 明,中山俊裕,出屋敷喜宏,荏田

道夫 (1991):嘱乳動物のジヒドロジオール脱

水素酵素一多様性および異物と生体内物質代謝

における役割について.岐阜薬科大学紀要,40:
28-31.(1990年度･資料5)
淳EEl隆 (1990).･歯肱基底膜の形態と機能ノ関
する免疫電顕組織細胞化学的研究.平成2年度

文部省科学研究費補助金研究成果報告督.

(198587年度･計画10,1990年度･自由3)
浮田 隆 (1992):歯旺基底膜の構造と機能に関す
る免疫電子顕微鏡的研究.歯科学報,92:369-
383.(1985-87年度･計画10)
関谷伸一 ･堀口正治(1991):チンパンジーヒラメ
筋支配神経の筋内分布.解剖学雑誌,66:182-
190.(1989年度･計画10-2)
関谷伸一 ･堀口正治(1992):類人猿ヒラメ筋の神
経支配について.霊長類研究,8:69･73.
(1989年度･計画10-2,1990年度･計画8-3)
高崎浩幸(1993):DNA多型による野生チンパン
ジー研究の展望 :野外派研究者のためのDNA
学の手引き.霊長頬研究,9:135･144.(1990
年度 ･計画3-1,1991年度･計画3･1.1992年
度･計画4-1)

外岡利佳子 (1991):飼育チンパンジーのシンプ

ルリーチングにおける手選択性と手操作性の分

析. 上智大学理工学研究科修士課程学位論文.

(1991年度.計画6-1)

外岡利佳子 (1992):飼育チンパンジーの道具使
用における手使用の微細分析.名古屋大学教育

学研究科教育心理学論集 第22号.(1992年
度,自由2)

外岡利佳子 (1993):ヒト乳幼児およびチンパン
ジーの対象操作における手使用の発達的分析.

名古屋大学教育学研究科教育心理学論集 第

23号.(1993年度,自由2)

山田 格.(1991).浅指屈筋の構造に基づくメガ
ネザルの系統学的位置の検討.新潟医学会雑誌.
105(4),240-245.(1989年度･計画10･1,1990
年度･計画8-6)
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